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霞ヶ浦に発生したシアノバ クテ リア Microcystisの 遺伝生態学的解析
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多くの 国で富栄養化した湖沼などにおけるアオコ の 大発生が報告されており、特に アオコ の 生産する肝毒素ミクロ シ ス チン

は 深刻な環境問題 となっ て い る 。 我々 は アオコ の 主要原 因生物として最も頻繁に観察される Microcy5tis属 に 注 目し、霞 ヶ

浦をは じめとした複数の 湖沼 か らの 有毒株の 分離と mcy 遺伝子 構造 の解析を進め、ミクロ シス チ ン合成遺伝子構造は 多様

であることを報告した 。 しか し、湖沼における有毒株の 動態に関して は不 明の 点が多い 。 本研究で は霞ヶ浦・北浦をモ デル

として 、毒性Microcystisの 動態を明らか にするこ とを目的とし、霞ヶ浦に 発生したアオコ の 群集構造解析とnaicrocystis分 離

株の 遺伝学的解析を行 っ た の で報告する。2009年に 霞ヶ浦・北浦より採取 したアオコ から全ゲノムを抽出し、末端制限断 片

長多型 （T−RFLP）に よるプ ロ ファ イリングを行 っ た 。 そ の結果、霞ヶ 浦と北浦で は同じ時期でも、シ アノバクテリアとバクテリ

ア の 群集構造は大きく異なっ て いることが示された 。 また 111株の naicrocystllS株を分離・単藻化し、16S−23S　ITS領域およ

び mcy 遺伝子 の 解析を行っ た 。 そ の結果、mcy 遺伝子保有株は 111株中 3 株と、採取時期の霞ヶ浦・北浦で は毒性株の

割合がきわめて低い ことが示された 。 これまで報告された 翩 励 σγ5お 株の mcy 遺伝子は全て dnaNと uma1 遺伝子間 に位

置する ことか ら、mcy 遺伝子 非保有株の dna〃と uma1 遺伝子間 の PCR 増幅に よる、非毒性株の タイプ分けを行っ た。発 表

で は 16S−23S　ITS 解析の結果 に つ い ても併せ て報告する 。
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海底下堆積物か ら分離した好気性細菌の 分類学的研究
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地球深部探査船「ちきゅう亅に よる下北半島東方沖での掘削試験 が 2006 年に行われた。本掘削 で は海面 下 1180m 、海
底 下 342m まで掘削が行われ、その コ ア堆積層 か ら深度別 に 11カ 所 の サ ン プリン グが 行われた。こ れ らコ ア 堆積層サ ン プ

ル の
一

部を用 い て 好気的条件 で 培養を行 い 、そ の 結果、海底 下 堆積層に 数多くの 好気的従属栄養性細菌が存在して い る

こ とを明らか に した。また、こ れら分離株 の 中に は 16S　 rRNA 遺伝 子 の 相 同 性が低 い株も存在 した 。 そこで、系統解析の 結

果か ら、新規性の高い Bacter・idales目の 2 株及び CI。stridiales 目の 1株に つ い て 分類学的検討を行っ た 。

Bacteroidales目に属す 2 株 は海底 下 247．1　m から分離された。系統的には Marinilabiaceae科に属した 。 本科は通性／ 絶

対嫌 気性 で 主に海洋環境 中から分離され て い る 。 分離株の 両株共 に通性嫌気性細菌であり、滑走運動を示 した。最適生

育温度 は 30 ℃ で 中温菌 で あっ た。また、C【ostridiales 目に属す1株は海底下 8m と比較的浅い泥中か ら分離された 。 系統

的には Thermaerohaoter 属、5〃施 加 α 物 5 属で 形 成される Clostridiales　Family　XVII．　Incertae　Sedisに属した 。 この クラスタ
ー

は、細胞膜 が グラ ム 陽性 ／ 陰性 の 細胞が混在して い るが 、 本分離株はグラム陰性であっ た 。 また、絶対好気性、鞭毛運

動、最 適 生 育温度は 55 ℃ を示した。そ の 他 の 分類学 的特徴 の 比較より、これ ら 3 株はそれ ぞれ新属新種であると推定し

た。
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